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十字払 自衛体,警察,住民 (ボランティアを含む)ど

多彩であるが,今後は,これらを 邸験に"連絡するネッ

トワ-夕づくり,情報交換システムの改孝が必要である

ことで意見が-｢致 した,一兎 実際の災害時には個々の

臨機応変,柔軟な対応が非常をこ塞費である点も確認され
た.

第201回新 潟 循環器談話 会例会

日 時 平成6年12月3日 (土)

場 所 新潟大学医学部

第5講義室

Ⅰ. 一 般 演 題

1)左冠動脈主幹部狭窄をこよる狭心症を来た し
た若年女性の 1例

一 一‥ ニー√一 一･ ∴ . 了 ,

大関 - 8江口 昭治 (新潟大学第二外科)

症例は19歳女性で平成6年 1月より労作時胸痛が出現

するようになり来院,ホルタM ECG で症状に-致 し

て ST は低下 し,NTG が有効であった.家族歴や既

往歴に特記すべきことなし,冠動脈危険因子や,ピルの

服用歴 もなし 現症は身長 163cm,体墓47.3k凱 血圧

116/70で上肢,下肢ともに左右差なし.一般検査でも

検血,凝固髄,炎症反応,脂質などに異常なく,謬原病

を思わせる所見も認められなかった.ECG,胸部 Ⅹ-p,

心エコーは異常なしであった.TMT,負荷心筋シソチ

は陽性,CAG では LMT Aロ部に99%の狭窄が認め

られ RCA より側副血行路が発達 していた他に異常は

認められなかった｡LVG,AOG は大動脈の分枝を含

めて正常であった.その後新大第二外科にて LMT の

patchplas韓 を施行 し,以後は狭心症は消失 Lた.辛

術所見は上行大動脈,主肺動脈,右大腿動脈は金閣性に

肥厚 し,上行大動脈の病理所見は小円形細胞浸潤,中膜

の弾性線維の断裂,血管増生などが見られ 大動脈炎症

候群が考えられた.
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21)'冠動脈cT)慢性完全閉塞病変に対し Palmaz-

Sぐhat･zstent植え込jti有を子.~ト,たl家族性高

:iLI/く十 l~1--,し血症 巨＼十[]､)(7)1例
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【症例】557才男性.【主訴】晦痛.【家族歴】叔ユく52才

突然死.子供3人 コレステロール高値あり.E現病歴】

80年頃健診で高コレステロ-ル血症を指摘されるも放置,

91年12月から投薬を開始されるもコソトロ-ル不良 (T-

Choll12()rT､G276nlgdll.93年5月労作時胸痛出現.

冠動脈造影にて 舶 1擁 %の他に 純 42,32%狭窄も認

められ,内服変更し7月からは LDL-apheresisも追加,

ニIントロー･′L良好 (r{ニー101110-130mgdl)こリトるも

本年3月～再び労作時胸痛出現 し増強 したため,9月13

日に冠動脈造尽き施行.=6完全閉塞 (閉塞長 15mmト＼

と進行,右冠動脈より側苗Ej血行を認めた,産室造影では

壁運動は正常であ り,同部位に対 し PTCA および

Palmaz-Schatzstent植え込み術を施行,最終的に 3.5

mm ′く′1-･･ンにてはば狭窄00｡に改善 した.【考案】家
族性高二LL1ナ｢-･･,し血症では短新聞に冠動脈病変が進

行することがあり注意深いフォロ-アップが必要と思わ

れた.

31冠動脈 inten,entionaltherapyの成績

岡部 正明･高橋 稔
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1993年 1月より1994年6月の間に当院で行われた

intervenもionaitherapyはのベ307病変であった.PTCA

が85%を占め,mew diviceでは,DCA が6% (21病

餐),PalmazSchatzstentが9% (34病変)で義つ
た.DCA の対象血管は denovoが多 く,Stentの場

合は restenoticiesionがほとんどであった.成功率は

eleL-ti＼･elyITA で890｡.l_)CA で9000,stentで960.

といずれも90%前後であった.合併症としては死亡0%

(0病変),心筋梗塞0書9% (3病変),緊急バイパス術

0.60oLl)病変1であ-･亘二.巾狭窄率は eleetivelTrCA

で42%,IX'̂ で570｡,stentで1900にふ1､-､わた.rX｢A,

Stentとも PpYCA をこ比 Lより少ない狭窄率をえられる

那,再狭窄が DCA で多かった.Stent後の再狭窄は

/レなく再狭窄予防効果が斯侍できる.急性心的梗塞に対

する dil･PCt､Ⅰ)TCA 7▲i病変の成功率は870｡であり.再


